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はじめに 
    

NPO 法人自然環境定量評価研究会（以降，定量研）は，NPO 法人の認証を得る前は「生物及び自然環境定量評

価研究会」との名称で，北九州市いのちのたび博物館初代館長であられた小野勇一九州大学名誉教授を中心に福

岡県内の産，学，官，民の有志が集り結成された．この集まりは，都市の発展と自然環境の保護・保全を目指すため

には，都市環境と自然環境を定量的に評価する必要があるとの認識から，そのための評価手法を開発するためには，

産官学の垣根を越えた集まりが必要であるとの理念により，1999（平成 11）年設立された．よって，この研究会の目的

は，都市環境と自然環境の調査・分析を行い，それらの定量評価手法と保全計画手法を科学的に示すことにより，自

然と調和した都市の実現を目指すことである． 

本研究会の活動は，1996（平成 9）年 6 月に公布され 1999（平成 11）年 6 月に完全施行された環境影響評価法

（別名 アセスメント法）により，「生物の多様性の確保及び自然環境の体系的保全」のための対策が義務づけられた

ことにより，動物・植物・生態系の予測・評価に関して，従来の定性的手法から定量的手法への転換が求められること

に起因した．よって，生物環境の定量評価にかかる技術の確立とその技術を使えこなせる人材育成をも本研究会の

目的とした. 

設立当初から，100 万都市北九州市に位置する曽根干潟をフィールドとして調査・研究を行ってきた．2000（平成

12）年から公益財団法人 河川財団の河川管理事業団助成対象事業として 3 年間助成を受けて，RC（radio-

controlled）ヘリコプターによる干潟写真撮影調査の有用性に関する研究として干潟底生動物分布把握手法等を開

発した．さらに，2007（平成 19）年には同じ助成事業として，河口干潟生態系の評価・モニタリングに有効な指標生物

抽出技術および群集比較法等の開発を行った． 

2012（平成 24）年からここ 10年間は，（株）エヌエスウインドパワーひびきの「みなとや海辺の活動支援」という助成を

受けて，曽根干潟に生息しているカブトガニやオサガニ，ウミニナ，ヘナタリガイなどの絶滅危惧種や貴重種に関する

調査研究を行い，30 種以上の絶滅危惧種を確認している．この間，研究会は，2017（平成 29）年に NPO 法人の認

証を得た． 

これらの活動で得られた経験と知見を一般市民へ分かりやすく説明することにより，曽根干潟の自然環境を保護・

保全するための啓発活動を 2016（平成 28）年から始めている．北九州市港湾空港局の「みなとや海辺の親しみ創出

事業」および2019（令和元）年からは一般財団法人みなと総合研究財団の「未来のみなとづくり助成（港・海辺活動）」

という助成を受け，市民を対象とした曽根干潟の生きもの観察会を開催している． 

このように，設立当初より一貫して曽根干潟の自然環境と社会環境を調査・研究してきた．2024 年に設立 25 周年

を迎えることから，今まで得られた知見や開発した手法等をまとめて，今後の調査・研究の糧にするとともに，曽根干

潟の自然環境や社会環境を 1人でも多くの人に理解してもらう一助になることを望んで本書を編纂した． 

 

NPO法人 自然環境定量評価研究会 

                  会長   小島 治幸 
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１． 曽根干潟とは 
 

 

1.1 曽根干潟の位置と概要 

福岡県北九州市小倉南区にある曽根干潟（図 1.1.1）

は，南北方向の延長が約 3km，干出距離（東西方向）

が約 1.7km，最大干出面積が約 517haの前浜干潟であ

り 1),2)，北九州市内に存在する干潟の中で最大である．

沖合約 6km には 2006（平成 18）年 3 月に開港した北

九州空港 3)の人工島が位置している．また，干潟の南側

では苅田港の整備に伴う新松山地区の埋立が施工中

である．干潟の背後地には住宅地，水田，草地等が広

がっており，北から順に竹馬川，大野川，貫川，朽網川

が流入している．平均大潮時における潮位差は約

3.69m であり 4)，高波浪の波は東から東北東方向が卓

越しており，30年確率波としては波高 2.6m，周期 7.6秒

である 5)． 

近年，曽根干潟周辺の海域において，大規模な人工

構造物が建造されている．図 1.1.1 を参照して主要な建

造物を示すと，1980（昭和 55）年頃から干潟の北側で北

九州港新門司地区（新門司港）において大規模な埋立

と港湾整備が始まり，南側では苅田港が 1951（昭和 26）

年に重要港湾に指定されてから大規模な港湾整備が

始まった 6)．苅田港では継続して沖合に展開され，1991

（平成 3）年に新松山の埋立事業が認可され，2015（平

成 27）年に埋立が完了し，新松山臨海工業団地（I工区）

として分譲が開始された 6)．一方，関門航路と新門司港

の航路維持のために浚渫された土砂の処分場として

1977（昭和 52）年度から曽根干潟沖合約 6kmに苅田沖

土砂処分場の人工島が着工した 7)．その後，新門司沖

土砂処分場として延長され，1998（平成 10）年度に外周

護岸が完成して 8)，現在の形状（延長約 4km，幅約 1km）

になっている．これらの土砂処分場は，新北九州空港と

して土地利用され 2006（平成 18）年 3月 16日に開港し

ている 3)． 

これら大規模構造物建造により周辺の自然環境がど

のような影響を受けるかを調査するために環境モニタリ

ングが，これら事業開始とともに国土交通省により行わ

れている 9)．また，北九州市をはじめとして他の機関でも

水質や底質，底生生物など様々な調査が多数実施さ

れ 10)-12)，多くのデータが蓄積されてきた．これらのデー

タを用いて人工島周辺海域や曽根干潟の自然環境に

関していくつかの研究 13)-17)が行われてきた． 

また，旧北九州空港の跡地には，曽根臨海公園とし

て多目的グラウンドの整備と，恵まれた自然環境を活か

した環境学習の場としての整備が進められている 18)．な

お，2021（令和 3）年 4 月 29 日からは施設の一部供用

を開始している 19)． 

曽根干潟は，環境省により生物多様性の観点から

重要度の高い湿地として 2001 年の「日本の重要湿地

500」に 20)，その見直し版の 2016 年の「重要湿地」

に選定されている 21)．また，環境省により「シギ・

チドリ類の「モニタリングサイト 1000」（長期生態

観測地点）の一つに 2006 年に選定されている 22)． 

 
 

 

図 1.1.1 対象地域の位置と周辺の大規模構造物の建造 

新松山臨海工業団地

（1工区）埋立完成
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土砂処分場
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曽
根
干
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新門司沖土砂処分場

竹馬川
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北九州港
新門司南地区

苅田沖土砂処分場

北
九
州
空
港
島

苅田港
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1.2 干潟の生き物 

1.2.1 野鳥 

曽根干潟は朝鮮半島や中国に近く，九州と本州の接

点にあたるため渡り鳥たちの十字路として重要な湿地と

なっている 23)．これまでの調査によると，曽根干潟では

191種類の野鳥が確認されており（第 5章 1節「生物相」

参照），秋・冬にはカモ類，シギ類，カモメ類など 5,000

羽を超える野鳥が飛来する 24)． 

また，曽根干潟は環境省レッドリスト 2020 および福岡

県レッドデータブック 2011 で絶滅危惧Ⅱ類（VU）とされ

ているズグロカモメ Larus saundersi 25),26)（写真 1.2.1）の

国内有数の越冬地で 300～350羽が飛来する 26)． 

 

1.2.2 その他の生き物 

(1)底生生物 

曽根干潟では，これまで 354 種類の底生生物が確認

されている（第 5 章 1 節「生物相」参照）．最も数が多い

のはゴカイ類などの環形動物で，エビ類やカニ類などの

甲殻類も多く見られる 2),4)． 

絶滅危惧種としては，環境省レッドリスト 202025)で絶

滅危惧 I 類（CR+EN）に選定されているカブトガニ

Tachypleus tridentatus （写真 1.2.2 ）やシマヘナタリ

Cerithidea tonkiniana（写真 1.2.3），絶滅危惧 II類（VU）

のハクセンシオマネキ Austruca lacteaなどが確認されて

いる 4)． 

 

(2)魚類 

曽根干潟では，1995年度に 4季の調査を通して合計

55 種類の魚類が確認されている 27),28)．時期的には冬

季に比べ夏季のほうが出現種類数，出現個体数ともに

多くなっている 28)．エリア別にみると干潟域では，海域

に比べて種類数は少ないものの個体数は多く，スズキ，

ボラなどの幼魚が多く見られる 28)．絶滅危惧種としては，

環境省レッドリスト 202025)で絶滅危惧 IA類（CR）のアオ

ギス Sillago parvisquamis が干潟や干潮線付近で採取

されている 4),27),28)． 

魚卵は，同年度 4 季の調査を通して 6 種類が確認さ

れている 4)．種類数，個体数ともに冬季よりも夏季に，干

潟域よりも海域で多く確認されている 4),27),28)． 

稚仔魚は， 同年度 4季の調査を通して 47種類が確

認されており，種類数，個体数ともに冬季よりも夏季に

多くみられている 4)．また，干潟域は海域に比べて種類

数は少ないものの，個体数は多く確認されている 4)． 

 

1.3 まとめ 

曽根干潟は，干出面積が約 517ha あり，北九州市内

に存在する干潟の中では最大である． 

近年，曽根干潟周辺海域では新門司港，苅田港，新

北九州空港などの建造が行われ，国土交通省や北九

州市により環境モニタリングが行われている． 

また，曽根干潟は生物の生息地として重要な湿地で

あり，環境省の「日本の重要湿地 500」に選定されてい

る．ここでは，ズグロカモメ，カブトガニ，シマヘナタリ，ハ

クセンシオマネキ，アオギスなど希少な生物をはじめ数

多くの生物が確認されている． 

（伊藤） 

写真 1.2.1 ズグロカモメ 

写真 1.2.2 カブトガニの幼生 

  

写真 1.2.3 シマヘナタリ 
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